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  地下空間とサウンドスケープ
   － 都市景観における音風景とは －

　プログラム

17:00 ～17:10 　開会挨拶　心理小委員会委員長  須田 武憲（株式会社GK 設計 代表取締役）

17:10 ～18:40 　「地下空間とサウンドスケープ」

  　パネリスト : 鳥越 けい子 氏（音風景研究・計画家・青山学院大学 総合文化政策学部 教授）

18:40 ～18:50　休憩　  

18:50 ～19:50 　全体討議　モデレーター：須田 武憲

19:50 ～20:00　閉会挨拶 

　都市景観は一般に、視覚を中心に把握されます。しかし、ランドスケープにとって、常にその重要な本質を担って

いるのが「音の風景（サウンドスケープ）」です。「音風景を手掛かりとした都市環境の把握」には、都市景観の一

要素としての音に注意を喚起をすることのみならず、「聴覚」を手がかりに五感さらには全身感覚によって景観をとら

えることの大切さを説くこと、さらには「土地の記憶を発掘・発信・発信する」等の意味や意義があります。

　視覚が本来の機能を発揮しにくい地下空間において、どのような音風景の現場が展開しているのでしょうか？　

今回のセミナーでは、国内外のフィールドワークから、環境文化的に興味深い事例を紹介すると共に、地下空間の

音風景をテーマにしたいくつかのデザイン活動事例を解説・考察・提案します。

　以上を踏まえ最終的には、これからの都市景観計画の課題と展望を、皆で考えていきたいと思います。

　日時：2019 年 9月19日（木）17:00 ～20:00（受付開始16：30）　
　場所：土木学会 講堂　東京都新宿区四谷1丁目外濠公園内
　パネリスト：  鳥越 けい子 氏　音風景研究・計画家　青山学院大学 総合文化政策学部教授　
　モデレーター：須田 武憲　心理小委員会委員長 （株式会社GK 設計 代表取締役）
　主催：公益社団法人土木学会 地下空間研究委員会（担当：心理小委員会）

　※土木学会 CPD 認定プログラム（申請手続き中）
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　参加申込

定員：  　　80 名（参加には事前申込みが必要です。定員に達し次第締め切ります。）

申込方法：  土木学会ホームページ「本部主催行事の参加申込」よりお申込み下さい。

 　　http://www.jsce.or.jp/

申込締切：  2019 年 9月12日（木）

参加費：　 無料

　会場

公益社団法人土木学会 講堂　

東京都新宿区四谷1丁目外濠公園内

JR 線「四ツ谷」駅  四ツ谷口より徒歩3分

東京メトロ南北線「四ツ谷」駅  3 番出口より徒歩3分

東京メトロ丸の内線「四ツ谷」駅より徒歩 5分

http://www.jsce.or.jp/contact/map.shtml　

　お問い合わせ先

主催：　公益社団法人土木学会

　　　　地下空間研究委員会　担当：心理小委員会

連絡先：公益社団法人土木学会

　　　　研究事業課　工藤 修裕　

　　　　〒160-0004　東京都新宿区四谷1丁目外濠公園内

　　　　E-mail：kudo@jsce.or.jp

　パネリスト

鳥越 けい子  ( とりごえ けいこ ）
音風景研究・計画家・青山学院大学 総合文化政策学部 教授
東京芸術大学音楽学部楽理科卒業後、同大学院入学後、カナダ政府招聘留学、カナダヨーク大学

大学院修了。帰国・東京芸術大学大学院音楽研究科修了後、庄野泰子、田中直子と共にサウンド

スケープ・デザイン研究所を設立し、横浜市＜西鶴屋橋音響設計＞を担当すると共に『世界の調律：

サウンドスケープとはなにか』を共訳。1989 年、庄野の独立に伴い、サウンドスケープ研究機構・

鳥越けい子アトリエ設立。＜横浜博覧会会場音響計画＞＜なごや音名所＞＜水琴窟の東屋＞＜音の

種＞＜耳のオアシス＞＜瀧廉太郎記念館庭園音環境設計＞＜富山県立博物館野外施設まんだら遊

苑音環境計画＞等を手がけつつ、日本各地の音文化の調査研究を展開する。2001 年大阪芸術大

学論文博士号（芸術文化学）取得。都市をフィールドに、環境保全を視座に入れたまちづくりやワー

クショップ、コミュニティ・アート等の活動を企画・制作しながら、近代文明の枠組みを再統合す

るサウンドスケープ概念の可能性を追求している。

聖心女子大学教授を経て、現在、青山学院大学総合文化政策学部教授。

関連する社会的活動としては、1993 年より日本サウンドスケープ協会理事、1994 年より藤沢市

景観審議会委員、1999 年より富山県立山博物館運営委員、2008 年より日本学術会議連携委員、

いずれも現在に至る。

著書に『サウンドスケープ：その思想と実践』( 1997 年 鹿島出版会 SD 選書 )『サウンドスケープ

の詩学：フィールド篇』（2008 年 春秋社）。主な共著に『環境をデザインする』（1997年 朝倉書店）、

『転換期の音楽』（2002 年 音楽之友社）、『日本史の環境』（ 2004 年 吉川弘文館）、『火の見櫓：

地域を見つめる安全遺産』（2010 年 鹿島出版会）、『水都学 III: 特集 東京首都圏 水のテリトーリオ』

(2015 年 法政大学出版局 ) 等がある。


